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『
楞
厳
経
』
巻
六　

訳
注
（
三
）

教
学
研
究
委
員
会
編

�

（
小
川
太
龍
・
野
口
善
敬
・
廣
田
宗
玄
・
堀　

祥
岳
・
本
多
道
隆
・
丸
毛
俊
宏
〔
五
十
音
順
〕）

〔
五
〕

爾
時
世
尊
、
於

（
（
（師
子
座
、
從
其
五
體
、
同
放
寶
光

（
（
（

、
遠
灌
十
方
微
塵
如
來
及
法
王

（
（
（

子
諸
菩
薩
頂
。
彼
諸
如
來
、
亦
於
五
體
、

同
放
寶
光
。
從
微
塵
方
、
來
灌
佛
頂
、
并
灌
會
中
諸
大
菩
薩
及
阿
羅

（
（
（

漢
。
林
木
池
沼
、
皆
演
法
音

（
（
（

、
交
光
相
羅
、
如
寶
絲
網
。

是
諸
大
衆
、
得
未
曾

（
（
（

有
、
一
切
普
獲
金
剛
三
昧

（
（
（

。
即
時
天
雨
百
寶
蓮

（
（
（

華
、
青
黄
赤
白
、
間
錯
粉
糅
、
十
方
虚
空
、
成
七
寶
色

（
（
（

。

此
娑
婆
界
大
地
山
河
、
倶
時
不
現
。
唯
見
十
方
微
塵
國
土
、
合
成
一
界

（
（1
（

、
梵
唄
詠
歌
、
自
然
敷（

一
）

奏
。（

（1
（

於
是
如
來
、
告
文
殊
師
利
法
王
子
、「
汝
今
觀
此
二
十
五

（
（1
（

無
學
諸
大
菩
薩
及
阿
羅
漢
、
各
説
最
初
成
道
方
便
。
皆
言
修
習
眞

實
圓
通
。
彼
等
修
行
、
實
無
優
劣
、
前
後
差
別

（
（1
（

。
我
今
欲
令
阿
難
開
悟
。
二
十
五
行
、
誰
當
其
根
。
兼
我
滅
後
、
此
界
衆
生
、

入
菩
薩
乘
、
求
無
上
道
、
何
方
便
門
、
得
易
成
就

（
（1
（

。

文
殊
師
利
法
王
子
、
奉
佛
慈
旨
、
即
從
座
起
、
頂
禮
佛
足
、
承
佛
威
神
、
説
偈
對
佛

（
（1
（

。

　
【
校
記
】（
一
）
敷
＝
大
正
蔵
は
「
數
」
に
作
る
。
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＊

爾そ

の
時
、
世
尊
、
師
子
座
に
於
い
て
其そ

の
五
體
從よ

り
同と

も

に
寶
光
を
放
ち
、
遠
く
十
方
微
塵
の
如
來
及
び
法
王
子
・
諸
も
ろ
の

菩
薩
の
頂
に
灌そ

そ

ぐ
。
彼か

の
諸
も
ろ
の
如
來
も
亦
た
、
五
體
に
於
い
て
同と

も

に
寶
光
を
放
ち
、
微
塵
の
方
從よ

り
、
來
り
て
佛
頂
に
灌

ぎ
、
并
び
に
會
中
の
諸
も
ろ
の
大
菩
薩
及
び
阿
羅
漢
に
灌
ぐ
。
林
木
池
沼
、
皆
な
法
音
を
演の

べ
、
光
を
交
え
て
相
い
羅つ

ら

な
る
こ

と
、
寶
絲
網
の
如
し
。
是こ

の
諸
も
ろ
の
大
衆
、
未
曾
有
な
る
こ
と
を
得
て
、
一
切
普
く
金
剛
三
昧
を
獲
た
り
。
即
時
に
天
、
百

寶
蓮
華
を
雨ふ

ら
し
、
青
黄
赤
白
、
間
錯
粉
糅
し
て
、
十
方
の
虚
空
、
七
寶
の
色
と
成
る
。
此こ

の
娑
婆
界
の
大
地
山
河
、
倶
時
に

現
ぜ
ず
、
唯
だ
十
方
微
塵
の
國
土
の
、
合が

っ

し
て
一
界
と
成
り
、
梵
唄
詠
歌
の
自
然
に
敷
奏
す
る
を
見
る
の
み
。

是こ

こ
に
於
い
て
如
來
、
文
殊
師
利
法
王
子
に
告
ぐ
ら
く
、「
汝
、
今
ま
此こ

の
二
十
五
の
無
學
の
諸
も
ろ
の
大
菩
薩
及
び
阿
羅

漢
、
各
お
の
最
初
成
道
の
方
便
を
説
く
を
觀
よ
。
皆
な
眞
實
の
圓
通
を
修
習
す
と
言
え
り
。
彼
等
の
修
行
は
實
に
優
劣
無
け
れ

ど
も
前
後
の
差
別
あ
り
。
我
れ
今
、
阿
難
を
し
て
開
悟
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
二
十
五
の
行
、
誰
か
其そ

の
根
に
當
た
れ
る
。
兼
ね

て
我
が
滅
後
に
此こ

の
界
の
衆
生
、
菩
薩
乘
に
入
り
て
無
上
道
を
求
め
ん
に
、
何
の
方
便
の
門
か
成
就
し
易
き
こ
と
を
得
ん
」

と
。文

殊
師
利
法
王
子
、
佛
の
慈
旨
を
奉
じ
、
即
ち
座
從よ

り
起
ち
て
、
佛
足
を
頂
禮
し
、
佛
の
威
神
を
承
け
、
偈
を
説
き
て
佛
に

對こ
た

う
。 

＊

　

そ
の
時
、
世
尊
は
、
師仏

が
坐
ら
れ
る
座
席

子
座
に
お
い
て
、
五全

身体
か
ら
一
斉
に
宝
光
を
放
ち
、〔
そ
の
光
は
〕
遠
く
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
の
微

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
塵
の
如ほ

と
け来

や
法で

し
王
子
、
諸
々
の
菩
薩
の
頭
頂
に
降
り
そ
そ
い
だ
。
か
の
諸
々
の
如ほ

と
け来
が
た
も
ま
た
、
五全

身体
か
ら
一
斉
に
宝
光
を
放
ち
、

〔
そ
の
光
は
〕
微

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

塵
の
方
向
か
ら
飛
ん
で
き
て
、
仏世

尊

の
頭
頂
に
降
り
そ
そ
ぎ
、
同
時
に
そ
の
場
に
集
う
諸
々
の
偉
大
な
る
菩

薩
た
ち
や
阿
羅
漢
た
ち
に
降
り
そ
そ
い
だ
。
林
の
樹
木
や
、
池
や
沼
も
、
み
な
法お

し
え音
を
宣
べ
、〔
仏
た
ち
の
放
つ
〕
光
が
交
差
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し
て
整
然
と
連
な
る
さ
ま
は
、
宝
〔
の
〕
糸
〔
で
編
ま
れ
た
〕
網
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。〔
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
〕
諸
々
の

大弟
子

衆た
ち

は
、
こ
の
奇
跡
に
遭
遇
し
て
、
一
人
も
余
す
こ
と
な
く
金堅

固

な

禅

定

剛
三
昧
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
ぐ
さ
ま
天
は
さ
ま
ざ

ま
な
宝
玉
で
で
き
た
蓮は

華す

の
花
を
降
ら
せ
、
青
・
黄
・
赤
・
白
〔
の
花
び
ら
〕
が
交
差
し
入
り
混
じ
っ
て
、
十あ

ら

方ゆ
る

空
中
が
、
七

宝
の
色
と
な
っ
た
。
こ
の
現
実
世
界
の
大
地
と
山
河
は
、
同
時
に
立
ち
消
え
て
し
ま
い
、
た
だ
、
十全

宇
宙方
の
微

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
塵
の
〔
諸
仏

の
〕
国世

土界

が
合
体
し
て
一ひ

と
つ界

と
な
り
、〔
浄
土
の
よ
う
に
、
美
し
い
〕
梵
唄
や
詠
歌
が
ひ
と
り
で
に
流
れ
る
の
を
見
る
だ
け
で

あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
如ほ

と
け来
は
、
文
殊
師
利
法ぼ

さ

つ

王
子
に
告
げ
ら
れ
た
、

「
お
前
は
、
今
こ
の
二
十
五
人
の
無悟

り

学終
え

のた

諸
々
の
偉
大
な
る
菩
薩
た
ち
や
阿
羅
漢
た
ち
が
、
各
々
は
じ
め
て
さ
と
り
を
開
い
た

〔
時
に
用
い
た
〕
方手

だ
て便
を
説
く
の
を
観
て
み
な
さ
い
。〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
み
な
真
実
の
円
〔
満
融
〕
通
〔
な
る
無
碍
の
は
た
ら
き
〕

を
修
め
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
修
行
に
は
ま
っ
た
く
優
劣
が
無
い
け
れ
ど
も
、〔
悟
り
に
至
る
ま
で
の
時
間

に
〕
前
後
の
差ち

が
い別
が
あ
る
。
私
は
今
ま
阿
難
に
悟
り
を
開
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
二
十
五
人
の
修
行
の
う
ち
、
誰
〔
の
修

行
法
〕
が
〔
さ
と
り
へ
の
〕
根
源
〔
と
な
る
修
行
法
〕
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
私
が
入
滅
し
た
後
に
、
こ
の
世
界

の
衆生

き

生も
の

が
、
菩
薩
の
道
に
入
っ
て
究
極
の
悟
り
の
境
地
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、〔
二
十
五
の
う
ち
〕
ど
の
方手

だ
て便
の
門入

口

〔
に
入
る
の
〕
が
〔
修
行
が
〕
成
就
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
。

　

文
殊
師
利
法ぼ

さ

つ

王
子
は
、
仏
の
慈
〔
悲
深
い
〕
旨意

向

を
奉
じ
て
、
す
ぐ
さ
ま
座
か
ら
起
ち
あ
が
っ
て
、
仏
の
足
下
を
礼
拝
し
、
仏

の
威優

れ

神た
力

を
承
け
、
偈
を
述
べ
て
仏
〔
の
命
〕
に
応こ

た

え
た
。

＊

（
１
）
師
子
座
＝
「
仏
が
す
わ
る
所
。
仏
の
座
席
」（『
中
村
』p.544

）
の
こ
と
。
ま
た
「
獅
子
が
百
獣
の
王
で
あ
る
よ
う
に
、
釈
尊
は
法ほ

つ
か
い界

の
王
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
高
座
に
は
獅
子
が
侍
立
し
て
威
厳
を
そ
え
て
い
た
と
い
う
」（
荒
木
訳
・p.64

）。『
大
智
度
論
』
に
、「
こ
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れ
を
『
師
子
』
と
名
付
け
る
も
の
の
、
実
際
に
は
『
師
子
』
で
は
な
い
。
仏
は
人
中
の
『
師
子
』
な
の
で
、
仏
の
居
所
の
う
ち
座

る
と
こ
ろ
が
床
で
あ
れ
地
面
で
あ
れ
、
み
な
『
師
子
座
』
と
名
付
け
る
。
例
え
ば
、
現
在
、
国
王
が
座
る
と
こ
ろ
も
ま
た
『
師
子

座
』
と
名
づ
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
（
是
れ
号
し
て
『
師
子
』
と
名
づ
く
る
も
、
実
は
『
師
子
』
に
非
ざ
る
な
り
。
仏
、
人
中
の
『
師
子
』
為
れ

ば
、
仏
、
所
坐
の
処
、
若
し
く
は
床
、
若
し
く
は
地
、
皆
な
『
師
子
座
』
と
名
づ
く
。
譬
え
ば
、
今い

ま者
国
王
の
坐
す
る
処
も
、
亦
た
『
師
子
座
』
と
名
づ

く
る
が
如
し
／
是
号
名
『
師
子
』、
非
実
『
師
子
』
也
。
仏
為
人
中
『
師
子
』、
仏
所
坐
処
若
床
若
地
、
皆
名
『
師
子
座
』。
譬
如
今
者
国
王
坐
処
、
亦
名

『
師
子
座
』）」（
巻
七
・T

25-111a

）
と
あ
る
。

（
２
）
從
其
五
體
同
放
寶
光
＝
「
五
体
」
は
「
全
身
」（『
中
村
』p.371

）
の
こ
と
。『
義
疏
注
経
』
に
「
耳
根
円
通
、
五
根
総
摂
」（
巻
六
・

T
39-907b

）
と
あ
り
、「
五
体
」
は
「
五
根
」
の
意
と
す
る
。『
楞
厳
経
義
疏
釈
要
鈔
』
は
、「『
五
体
放
光
』
と
は
、
ほ
か
の
五
根
（
眼

･

鼻･

舌･

身･

意
）
が
一
時
に
〔
煩
悩
に
よ
る
繋
縛
か
ら
〕
解
き
放
た
れ
る
さ
ま
を
表
す
（『
五
体
放
光
』
と
は
、
余
の
五
根
も
一
時
に
解

脱
す
る
こ
と
を
表
す
／
五
体
放
光
者
、
表
余
五
根
一
時
解
脱
）」（
巻
五
・X

11-149c

）
と
す
る
。

（
３
）
法
王
子
＝
「
法
王
子
」
は
菩
薩
の
こ
と
。〔
三
〕
注
（
31
）
参
照
。
ま
た
、「
仏
を
法
王
と
呼
ぶ
が
、
菩
薩
は
そ
の
後
継
者
だ
か

ら
法
王
子
と
い
う
」（
荒
木
訳
・p.135

）
と
あ
る
。

（
４
）
會
中
諸
大
菩
薩
及
阿
羅
漢
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
大
菩
薩
阿
羅
漢
と
は
、
即
ち
前
の
二
十
五
聖
、
円
通
を
説
く
人
な
り
（
大
菩

薩
阿
羅
漢
者
、
即
前
二
十
五
聖
説
円
通
人
）」（
巻
六
・T

39-907b
）
と
し
、
こ
こ
に
言
う
菩
薩
は
巻
五
で
円
通
を
説
い
た
諸
菩
薩
を
指
す
と
し

て
い
る
。「
阿
羅
漢
」
は
、「
究
極
の
聖
者
。
さ
と
り
お
わ
っ
た
人
。
修
行
の
最
高
位
に
達
し
た
人
」（『
中
村
』p.11

）、
ま
た
「
梵
語

ア
ル
ハ
ン
の
音
写
。
応お

う
ぐ供
・
殺せ

つ
ぞ
く賊
・
不
生
等
と
訳
さ
れ
る
。
応
供
と
は
、
供
養
を
受
け
る
に
値
す
る
者
の
義
。
殺
賊
と
は
、
煩
悩

の
賊
を
殺
害
す
る
の
義
。
不
生
と
は
、
生
死
を
超
越
す
る
の
義
。
一
般
に
小
乗
仏
教
の
最
高
位
を
き
わ
め
た
も
の
を
総
称
す
る
」

（
荒
木
訳
・p.8

）
と
あ
る
。『
大
智
度
論
』
に
は
、
次
の
様
に
あ
る
。

	

　
　

�「
阿
羅
」
は
「
賊
」
を
表
し
、「
漢
」
は
「
破
る
」
こ
と
を
表
す
。
一
切
の
煩
悩
を
な
く
し
打
ち
砕
く
の
を
「
阿
羅
漢
」
と
名
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づ
け
る
。
ま
た
次
に
、
阿
羅
漢
は
一
切
の
煩
悩
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
き
っ
と
一
切
の
世
間
の
諸
も
ろ
の
神
々
や

人
々
の
供
養
を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
次
に
、「
阿
」
は
「
不
」
を
表
し
、「
羅
漢
」
は
「
生
」
を
表
す
。〔
阿
羅
漢
と
な
っ
た
〕

後
の
世
に
、
完
全
に
「
不
生
（
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
な
い
）」
で
あ
る
こ
と
を
「
阿
羅
漢
」
と
名
づ
け
る
の
だ
（「
阿
羅
」
は
「
賊
」

に
名
づ
け
、「
漢
」
は
「
破
」
に
名
づ
く
。
一
切
の
煩
悩
を
賊そ

こ
な

い
破
る
、
是
れ
を
『
阿
羅
漢
』
と
名
づ
く
。
復
た
次
に
阿
羅
漢
は
一
切
の
漏
尽
く
、

故
に
応
に
一
切
世
間
諸
天
人
の
供
養
を
得
べ
し
。
復
た
次
に
「
阿
」
は
「
不
」
に
名
づ
け
、「
羅
漢
」
は
「
生
」
に
名
づ
く
。
後
世
の
中
、
更
に
生

ぜ
ず
、
是
れ
を
「
阿
羅
漢
」
と
名
づ
く
／
阿
羅
名
賊
。
漢
名
破
。
一
切
煩
悩
賊
破
。
是
名
阿
羅
漢
。
復
次
阿
羅
漢
一
切
漏
尽
、
故
応
得
一
切
世
間
諸

天
人
供
養
。
復
次
阿
名
不
。
羅
漢
名
生
。
後
世
中
更
不
生
。
是
名
阿
羅
漢
）」（
巻
三
・T

25-80b

）
と
あ
る
。

（
５
）
林
木
池
沼
、
皆
演
法
音
＝
「
法
音
」
は
説
法
の
こ
と
（『
中
村
』p.1229

）。『
義
疏
注
経
』
に
「〔
諸
仏
、
諸
菩
薩
は
〕
既
に
円
通
を

号
し
て
、
み
な
共
に
〔
仏
法
を
〕
の
べ
て
い
る
。〔
仏
〕
智
は
万
物
に
行
き
わ
た
っ
て
お
り
、〔
林
木
や
池
沼
も
〕
ど
う
し
て
〔
仏
〕

法
を
の
べ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
網
の
よ
う
に
〔
智
慧
の
〕
光
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
、
大
教
を
円
満
に
敷
い
て
い
る
の
で

あ
る
（
既
に
円
通
を
号
し
、
彼
我
同と

も

に
暢の

ぶ
。
智
、
万
物
に
周
し
、
何
れ
の
法
を
か
宣の

べ
ざ
ら
ん
や
。
光
を
交
う
る
こ
と
網
の
如
く
に
し
て
、
大
教
を
円

張
す
る
な
り
／
既
号
円
通
、
彼
我
同
暢
。
智
周
万
物
、
何
法
不
宣
。
交
光
如
網
、
円
張
大
教
也
）」（
巻
六
・T

39-907b

）
と
あ
る
。

（
６
）
得
未
曾
有
＝
「
未
曽
有
」
は
「
仏
典
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
、
非
常
に
珍
し
い
こ
と
、
世
に
も
不
思
議
な

こ
と
、
奇
跡
」（『
中
村
』p.1290

）
の
こ
と
。「
得
未
曽
有
」
の
形
は
、『
法
華
経
』
巻
七
「
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七
」（T

9-60a

）
な

ど
、
諸
経
典
類
に
頻
出
し
て
い
る
。

（
７
）
是
諸
大
衆
…
一
切
普
獲
金
剛
三
昧
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
耳
聞
の
円
観
〔
に
よ
っ
て
〕、
頭
上
に
智
慧
の
光
が
そ
そ
が
れ
、
観

音
の
三
昧
を
、
一
時
に
共
に
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
二
十
四
人
の
尊
者
が
共
に
観
音
の
〔
耳
聞
の
〕

一
門
に
会帰

着

し
た
の
で
あ
り
、
み
な
金堅

固
な
禅
定

剛
三
昧
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
耳
聞
円
観
、
頂

い
た
だ
きは

智
光
に
触
れ
、
観
音
の
三
昧
、

一
時
に
同
じ
く
獲
た
り
。
此
れ
則
ち
二
十
四
聖
、
同
じ
く
観
音
の
一
門
に
会
す
れ
ば
、
皆
な
名
づ
け
て
金
剛
三
昧
と
為
す
を
得
た
り
／
耳
聞
円
観
。
頂
触
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智
光
。
観
音
三
昧
一
時
同
獲
。
此
則
二
十
四
聖
同
会
観
音
一
門
、
皆
得
名
為
金
剛
三
昧
也
）」（
巻
六
・T

39-907b

）
と
す
る
。

（
８
）
百
寶
蓮
華
＝
さ
ま
ざ
ま
な
宝
玉
で
出
来
た
蓮ハ

華ス

。
こ
こ
で
は
散
華
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
蓮
の
花
び
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
釈

要
鈔
』
巻
五
に
、「『
百
宝
〔
蓮
〕
華
』
と
は
、
万
行
の
因
華
、
本
有
の
法
身
を
荘
厳
し
、
方
に
妙
果
を
彰
か
に
す
る
な
り
（
百
宝
華

者
、
万
行
因
華
、
荘
厳
本
有
法
身
、
方
彰
妙
果
也
）」（Z16-487c

）
と
あ
る
。

（
９
）
即
時
天
雨
…
成
七
寶
色
＝
「
七
宝
」
は
七
種
類
の
宝
石
。
経
論
に
よ
り
内
容
が
異
な
る
が
、
例
え
ば
『
法
華
経
』
巻
三
「
授
記

品
」
で
は
、「
金
・
銀
・
瑠
璃
・
車
璩
・
馬
瑙
・
真
珠
・
玫
瑰
」（T

9-21c

）
と
な
っ
て
い
る
。『
義
疏
注
経
』
は
、「
法
と
し
て
の
身

体
は
飾
り
気
が
な
い
の
で
、
諸
天
・
龍
神
か
ら
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
ま
さ
に
は
っ
き
り
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
空
中

が
宝
で
厳か

ざ

ら
れ
た
か
の
よ
う
に
、
万

あ
ら
ゆ
る
仏
の
行
い
行
が
集
ま
っ
て
く
る
。
ゆ
え
に
『
華
間
錯
』
と
あ
る
（
法
身
の
体
は
素
に
し
て
、
天
龍
の
忽
劣
す

る
所
な
り
。
今
将
に
顕
現
せ
ん
と
し
、
空
の
宝
厳
の
如
く
に
し
て
万
行
集
成
す
。
故
に
華
、
間
錯
す
／
法
身
体
素
、
天
龍
之
所
忽
劣
。
今
将
顕
現
、
如
空

宝
厳
、
万
行
集
成
。
故
華
間
錯
）」（
巻
六
・T
39-907c

）
と
す
る
。

（
10
）
此
娑
婆
界
…
合
成
一
界
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
六
根
と
六
塵
が
消
え
失
せ
て
〔
本
来
の
姿
が
〕
恢
復
し
、
法真

理
の
政
界界
が
円
満
に
成
就

す
る
。
だ
か
ら
山
河
が
立
ち
消
え
て
し
ま
い
、〔
諸
仏
の
世
界
が
〕
合
体
し
て
一
つ
に
な
る
（
根
塵
銷
復
し
、
法
界
円
成
す
。
故
に
山
河

現
れ
ず
、
合
し
て
一
界
と
成
る
な
り
。
／
根
塵
鎖
復
法
界
円
成
。
故
山
河
不
現
合
成
一
界
也
）」（
巻
六
・T

39-907c

）
と
あ
る
。

（
11
）
梵
唄
詠
歌
、
自
然
敷
奏
＝
『
楞
厳
経
箋
』
巻
六
に
「
妙
な
る
音
、
同と

も

に
奏
す
（
妙
音
同
奏
）」（Z89-81b

）
と
あ
り
、『
要
解
』
は
、

「『
梵
唄
詠
歌
、
自
然
に
敷
奏
す
』
と
い
う
の
は
、
法
界
〔
の
衆
生
〕
を
永
遠
に
諸
々
の
苦
し
み
か
ら
解
き
放
ち
、
常
に
妙
な
る
安

楽
を
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
〔
と
い
う
〕
こ
と
で
あ
る
（
梵
唄
詠
歌
自
然
敷
奏
者
、
能
使
法
界
永
離
衆
生
苦
、
常
得
妙
楽
也
）」（
巻
一
一
・

Z17-400b

）
と
あ
る
。「
梵
唄
」
は
「
イ
ン
ド
の
詠
法
に
よ
る
歌
唱
」（『
中
村
』p.1272

）
の
こ
と
。

（
12
）
無
學
＝
有う

が
く学
に
対
す
る
語
。
す
べ
て
の
煩
悩
を
断
じ
尽
く
し
て
、
阿
羅
漢
果
を
得
た
も
の
を
い
う
。
も
は
や
こ
れ
以
上
、
学
ぶ

べ
き
も
の
が
な
い
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る
。（
荒
木
訳
・p.9

）「
有
学
」
は
〔
二
〕
注
（
７
）（
８
）（
９
）
参
照
。
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（
13
）
彼
等
修
行
…
前
後
差
別
＝
『
義
疏
注
経
』
に
、「
修
行
の
要
点
は
、
実
際
に
入
る
の
を
区
切
り
と
す
る
。
今
み
な
証悟

り

を
獲
得
し
て

い
る
か
ら
、
優
劣
が
な
い
の
だ
。
し
か
し
、『〔
耳
根
に
よ
る
修
行
は
〕
一
日
が
一
劫
に
相
当
す
る
』（『
楞
厳
経
』
巻
四
）
と
さ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
、〔
悟
り
に
到
達
す
る
時
間
に
〕
前
後
の
違
い
が
生
じ
る
の
だ
。
あ
る
い
は
〔
修
行
者
が
〕
各
々
体
得
し
た
と
こ
ろ
に

つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、〔
到
達
に
要
す
る
時
間
的
な
〕
前
後
〔
の
差
に
よ
る
〕
違
い
は
無
い
（
修
行
の
要
は
実
に
入
る
を
期
と
為
す
。
今

ま
皆
な
証
を
獲
た
り
。
故
に
優
劣
無
し
。
然
れ
ど
も
『
日
劫
相
倍
す
る
』（『
楞
厳
経
』
巻
四･T

19-123a

）
有
り
。
故
に
前
後
の
差
別
を
成
す
。
或
い

は
彼
の
各
各
得
る
所
に
就
く
可
く
ん
ば
、
亦
た
前
後
の
差
別
無
き
の
み
／
修
行
之
要
、
入
実
為
期
。
今
皆
獲
証
。
故
無
優
劣
。
然

有
日
劫
相
倍
。
故
成
前
後
差
別
。
或
可
就
彼
各
各
得
所
。
亦
無
前
後
之
差
別
耳
）」（
巻
六
・T

39-907c

）
と
あ
り
、『
解
蒙
鈔
』
の
当
該

個
所
の
割
り
注
に
、「
此
れ
但
だ
至
る
所
に
約
す
れ
ば
、
円
通
無
二
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
。
所
入
の
門
に
は
、
遅
速
無
き
に
は

あ
ら
ず
。
優
劣
無
き
も
前
後
有
る
な
り
（
此
明
但
約
所
至
、
円
通
無
二
。
所
入
之
門
、
不
無
遅
速
。
無
優
劣
而
有
前
後
也
）」（Z21-224d

）
と
あ

る
。

（
14
）
二
十
五
行
…
得
易
成
就
＝
二
十
五
行
に
つ
い
て
は
、
廣
田
宗
玄
「
解
説
」（
二
）
に
次
の
様
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。「〔『
楞
厳
経
』

で
は
、〕
二
十
五
聖
（
憍
陳
那
・
優
波
尼
沙
陀
・
香
厳
童
子
・
薬
王
薬
上
・
跋
陀
婆
羅
・
摩
訶
迦
葉
・
阿
那
律
陀
・
周
利
槃
特
迦
・
驕
梵
鉢
提
・
畢
陵

伽
婆
蹉
・
須
菩
提
・
舎
利
弗
・
普
賢
菩
薩
・
孫
陀
羅
難
陀
・
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
・
優
波
離
・
大
目
犍
連
・
烏
芻
瑟
摩
・
持
地
菩
薩
・
月
光
童
子
・
瑠
璃

光
法
王
子
・
虚
空
蔵
菩
薩
・
弥
勒
菩
薩
・
大
勢
至
法
王
子
・
観
世
音
菩
薩
）
と
呼
ば
れ
る
二
十
五
人
の
阿
羅
漢
や
菩
薩
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
首
楞
厳
三
昧
」
の
境
地
に
「
円
通
」
す
る
に
至
っ
た
機
縁
や
方
便
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
言
葉
を
通
し
て
、
そ
こ
に
到

る
方
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
二
十
五
円
通
』
全
体
を
通
し
て
、
十
八
界
や
、
地
水
火
風
の
四
大
に
、
空
大
・
見

聞
覚
知
・
識
性
の
三
つ
を
加
え
た
七
大
の
い
ず
れ
も
が
円
通
の
門
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
二
十
五
聖
』
の
う
ち
、

巻
五
で
は
、
憍
陳
那
以
下
、
二
十
四
番
目
の
大
勢
至
法
王
子
ま
で
が
登
場
し
、
巻
六
で
登
場
す
る
の
が
〔
耳
門
円
通
を
説
い
た
〕

観
世
音
菩
薩
で
あ
る
。」『
義
疏
注
経
』
は
、「
も
し
三
科
（
五
陰
・
十
二
処
・
十
八
界
）・
七
大
の
そ
れ
ぞ
れ
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
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〔
六
根
門
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
〕
専
門
に
し
て
大
事
に
し
た
な
ら
、
根
器
に
し
た
が
っ
て
各
々
悟
入
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
み
な
方

便
（
手
立
て
）
で
あ
る
。
も
し
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
現
在
で
も
未
来
で
も
、
教
え
が
行
き
わ
た
る
な
ら
ば
、
上
中
下
の
能
力
に
か

ぎ
ら
ず
、
だ
れ
も
悟
り
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
永
遠
に
衆
生
が
成
道
す
る
方
便
と
な
る
も
の
と
な
る
。
二
十
五
の
う
ち
、
ど

の
門
が
勝
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。〔
阿
難
が
〕
最
初
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
如
来
が
、
菩さ

と
り提
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
一
番

始
め
の
方
便
で
あ
る
、
妙
な
る
三（

精
神
統
一
）

摩
提
を
〔
教
え
る
こ
と
を
〕
求
め
た
か
ら
、
今
〔
こ
こ
で
、
諸
仏
が
〕
み
な
通
っ
た
〔
耳
門
と

い
う
〕
真
理
へ
の
入
口
を
選
ば
せ
て
、〔
開
悟
を
〕
成
就
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
（
若
し
三
科
・
七
大
を
以
て
す
れ
ば
、
専
門
独
善
、

根
に
随
い
て
各
お
の
入
る
。
此
れ
皆
な
方
便
な
り
。
若
し
此
の
界
に
於
い
て
、
現
在
・
未
来
、
設
教
通
方
せ
ば
、
上
・
中
・
下
の
機
咸

こ
と
ご
とく

悟
入
す
る
こ
と

を
得
、
永
く
衆
生
成
道
の
方
便
と
為
る
者
な
り
。
二
十
五
に
於
い
て
、
何
れ
の
門
を
勝
と
為
さ
ん
や
。
先
に
、
請し

よ
う
ず
る
所
の
十
方
の
如
来
に
、
菩
提
を
成

ず
る
こ
と
を
得
し
妙
三
摩
提
、
最
初
の
方
便
に
由
る
が
故
に
、
今
、
通
途
の
法
門
を
選
ば
し
め
、
其
れ
を
し
て
成
就
せ
し
め
ん
と
す
／
若
以
三
科
七
大
、

専
門
独
善
、
随
根
各
入
。
此
皆
方
便
。
若
於
此
界
、
現
在
未
来
、
設
教
通
方
。
上
中
下
機
、
咸
得
悟
入
。
永
為
衆
生
成
道
方
便
者
。
於
二
十
五
、
何
門
為

勝
。
由
先
所
請
十
方
如
来
、
得
成
菩
提
、
妙
三
摩
提
、
最
初
方
便
、
故
今
令
選
通
途
法
門
、
使
其
成
就
）」（
巻
六
・T

39-907c

）
と
す
る
。

（
15
）
文
殊
師
利
法
王
子
…
説
偈
對
佛
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
文
殊
菩
薩
は
智
慧
と
徳
行
の
主
で
あ
り
、
言
葉
の
は
た
ら
き
は
〔
凡
夫

に
は
〕
測
〔
り
知
〕
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、〔
真
理
に
の
っ
と
っ
た
〕
断判

割断

は
疑
い
〔
を
入
れ
る
余
地
〕
が
な
い
。
人
々
の
心
を

自
由
に
操
る
〔
こ
と
が
で
き
る
〕
か
ら
、
誰
も
が
〔
反
論
で
き
ず
〕
押
し
黙
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
仏
の
旨意

向

を
受
け
て
、
謹
ん
で

偈
を
説
い
た
の
だ
（
文
殊
は
智
徳
の
主
に
し
て
、
言
用
測
る
こ
と
莫
く
、
断
割
疑
い
無
し
。
衆
心
を
与
奪
す
れ
ば
、
誰
か
緘
黙
せ
ざ
ら
ん
や
。
故
に
仏

旨
を
承
り
、
敬
い
て
偈
を
説
く
／
文
殊
智
徳
之
主
、
言
用
莫
測
、
断
割
無
疑
。
与
奪
衆
心
、
誰
不
緘
黙
。
故
承
仏
旨
、
敬
而
説
偈
）」（
巻
六
・T

39-907c

）

と
す
る
。
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